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論 文 内 容 の 要 旨

Fuchs群 T｡(N)に関する, weightk,指標xの尖点形式のなすベクトル空間を S(ノk,N,x)で表す｡

上半面上の正則関数 f-f(Z)が S(k,N,x)に属することを特徴づける保塑性は

(1)I(崇去声 (γ)(cZ･d)-kf(Z)
が任意の γ-(caa)∈Ilo(N)について成立つことであった｡ここでkは正整数であったo

int:gArl'a:wt'ef諾t慧 W,'芸荒 れ等 霊 芝輩 慧崇 芸警 性を示す関数があり, half一
失点形式fは保塑性より,フーリエ展開,I(Z)-alr+a2r2十･･･,r-e2如 Zをもつ,Heckeは,丁度 an

を固有値としてもつような作用素 T(n)n-1,2,･･･を導入した｡今日 Hecke作用素と呼ばれるものであ

り,以後の保型形式論に中心的役割を果した｡一方,half-integralweightの尖点形式に対 してほ,T(nB)

(n-1,2,･･･)だけしか定義できず,関数等式等について,意味のある結果は得られなかった｡

･973年頃,志村 (Princeton大学)は S(k･i N ･x)の元′一に対 し,S(2k,N/2･x2) の元 Ffを構成

し,half-integralweightの失点形式の理論が豊かな内容をもつことを示 し, いくつかの重要な問題を提

出した｡以後,無限次表現論の発達とも垂って,この分野は多 くの研究者の関心を集めた｡･中でも上記の

対応 :f-+Ff は志村対応と呼ばれ,rその性質を解明する-ことは中心問題の 1つである｡この問題に対 し,

現在有効と思われる唯一の方法は Seberg跡公式により両空間-の Hecke作用素の跡を計算して比較す

ることで,(未解決の部分を)集約すると

(i) S(k･i N,x)上での T(nB)の跡を求める.

(ii)上記(2)を用いて志村対応 JLFfの像を決定する｡

この2つである｡

(i)について,S.Niwa(Nagoya∫.'77)が次の仮定
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(2,) x-1,Nは3乗田子なし

の下で解を与えた｡また(ii)については,Niwa(同上)が仮定

(3) ord2 (N)-2(即ちNは丁度4で割れる)

且つ Ⅳ/4は平方因子なし

の下で解を与えた｡更に W.Kohnen(Crelle.∫.'82)は仮定

(4) +｢X2-1｣

の下で,S(K･与 N･x)の適当な部分空間 (-Kohnenspace)を定義し,(Niwaの跡公式を用いて),

Kohnenspace上の跡を計算し,問題(ii)の解を得た｡

さて,上田勝の申請論文は,

(i)に対 し (仮定なしの)完全な解を与え,(ii)に対し,仮定 ｢x2-1｣+

(4′)2≦ord2(N)≦4

の下で解を得ている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

(I) T(nB)の跡公式について

跡公式の解析的部分は既に志村により (実際は,代数幾何的方法によって)与えられており, Niwa,上

田ともそれにより,具体的 Fuchs群 T｡(N)に対 し,残 りの教諭的部分の計算を遂行している｡

Half-integralの場合に,その計算は,integralweightの場合と較べて,本質的に "局所化"できない

という難 しさがある｡但し,この局所化とは,教諭的意味で,各素数βでの♪進完備化の中だけでの考察

では済まないということである｡

Niwaの仮定(2)は,その困難さを軽減するためのもので,申請者はその困難をまともに乗 り越えており,

これだけでも十分評価できるものである｡

(Ⅰ) 志村対応の像の決定について

この問題に対する申請者の結果は論文要旨に記した通 り最終的なものではない｡また (詳 しいことは避け

るが),申請者の方法が最終結果に到る最良の途とは必ずしも考えられない｡ しかし, NiwaKohnenの

結果に対する,申請者の拡張は, ｢平方因子なし｣という仮定をはずした点で, 表現論的観点からも本質

的に新しい部分を含んだ拡張であり,美しい最終結果の存在を示唆した点で貴重な貢献である｡

よって,本論文は理学博士の学位論文に価するものと認める｡

なお,主論文及び参考論文の内容を中心として,関連分野について試問した結果,合格と認めた｡
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